
本
願
寺
泊
如
上
人
か
ら
一
宇
を
血
(
へ
ら
れ
た
に
凶
る

-
で
あ
っ
た
。

と
鮮
へ
る
。

一

ジ
ヨ
ウ
ド
シ
ユ
ウ
カ
イ
ソ
キ

湾
土
宗
開
組
忌

ジ
ヨ
ウ
ト
テ
ジ
常
徳
寺

湖
町
川
胤
聞
に
在
つ

一
滞
政
時
代
に
は
正
月
二
十
泊
日
に
行
は
れ
た
。
宗
組

て
、
民
宗
束
振
に
邸
L
、
厳
陀
山
と
川
町
す
る
。

一
脳
光
大
仰
(
源
空
〉
に
封
す
る
報
恩
曾
で
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
ト
ク
ジ

海
徳
寺

石
川
出
徳
丸
に
在
つ

-

ジ
ヨ
ウ
ド
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン
海
土
宗
寺
院

金
持

て
、民
宗
京
振
に
刷
幽
す
る
。
も
と
諮
裂
で
あ
っ
た
が
、
一
の
如
来
寺
が
探
土
宗
の
一
同
寺
で
あ
っ
て
寺
慌
を
受

明
治
十
二
年
六
月
寺
蹴
の
公
椛
を
許
さ
れ
た
。

一
け
、
滞
政
時
代
末
期
で
は
そ
の
末
振
に
臨
ず
る
も
の

シ
ョ
ウ
ト
タ
シ
ヨ
シ
ヤ
シ
ラ
ベ
チ
ョ
ウ
正
徳
諸

-
加
れ
・
能
殺
に
三
十
五
ヰ一
u

を
鍬
へ
た
。

X
大
禦
寺
滞

社
調
帳

正
徳
二
年
削
州
側
紀
が
、
領
内
の
耐
ホ

・
一
に
自
由
す
る
滞
土
宗
寺
院
は
、
=一
γ

寺
で
あ
っ
た
。
そ

制
併
・山
伏
及
び
H
U
民
に
、
そ
の
奉
仕
す
る
鮎
一耐
の

一
の
寺
川
蹴
は
左
の
泊
。
で
あ
る
。

問

tmを
世
上
げ
し
め
た
も
の
で
、
十
村
役
紋
泊
り
村

一

期

土

宗

村
を
一
加
に
仕
史
て
L
あ
っ
た
。

一
O
加
れ
滞

シ
ョ
ウ
ト
ク
h
F
イ
シ
キ

聖
復
太
子
忌

良
宗
寺

一

m
m

院
な
ど
で
迎
徳
太
子
の
怯
台
を
怨
む
こ
と
は
‘
滞
政

一
如
来
寺
金
抑
小
政
野
非
街
地
。
寺
領
二
百
石

町
代
で
は
仰
作
二
Hn
引
二
日
に
於
い
て
せ
ら
れ
た
。

~
借

入

寺

如

来

寺

m
m

シ
ョ
ウ
ト
テ
ワ
カ
ン
シ
ョ
ウ
シ
ユ
ウ
ロ
ヲ
正
徳

一
部

取

院

向

上

和
韓
唱
酬
銭
附
雨
前
山
崎
和
録
共
に
一
加
。
伊
臨
時船

.

如
来
苛
附

F

之
柄
。
正
徳
苅
年
九
且
朝
鮮
信
使
の
来
朝
し
た
時
、

一
大
謎
寺
金
制
印
刷
日
向
抑
制
地

若
者
は
そ
の
接
作
の
任
に
放
っ
た
慈
出
院
-副
総
に
随

一
成

先

管

金

開

蛤

坂

拝

街

地

体
し
て
、
大
坂
に
信
伎
を
辿
へ

、
一
行
と
共
に
江
戸

一
妙

殴

寺

金

持

蛤

坂

拝

領

地

に
自
復
し
た
。
木
製
は
そ
の
時
活
者
と
川
町
小
士
字
架
郭
三
光
寺
金
開
決
寺
町
田
丹
街
地

却
す
と
談
論
伯
酬
し
た
叙
制
民
ぴ
持
賦
を
収
め
た
も
の
弘
耐
剛
院
金
制
叩
泉
守
川
地
子
地

で
あ
る
o

V
A
附
録
の
南
海
唱
和
銀
は
、
若
者
が
そ
の

一
玄

光

院

金

得

泉

寺

川
地
子
地

後
一
紙
袋
に
間

u.
泉
州
の
凶
金
椀
断
、
紀
州
の
祇
川
町
附
安
静
金
持
六
斗
林
野
街
地

南
小
山
等
を
訪
う
て
成
っ
た
持
と
、
市
訟
の
治
h
v
総
子

一
大

凶

寺

金

仰

野

川
寺
町
制
押
領
地

停
の
一
文
を
載
せ
た
も
の
で
あ
ろ
。

一
緑

地

点

寺

金

持

野

川
寺
町
界
街
地

ジ
ヨ
ウ
ド
ジ
海
主
寺

石
川
端
安
吉
に
あ
っ
て
、
一
永
柿
普
金
仰
野
刷
寺
町
奔
党
地

提
宗
来
振
に
凶
す
る
。
郁
土
寺
は
大
府
間
似
左
衛
門
家

一
位
都
寺
金
制
作
法
山
間
以
地
子
地

長
の
法
名
で
、
そ
の
家
老
大
経
仙
沼
が
こ
の
寺
を
剣

一
法
然
寺
金
保
川
上
新
聞
地
子
地

ー
し
た
と
い
ふ
。
門
内
に
か
ね
石
と
桝
す
る
虫
、
色
決

一
一
法
航
寺
金
持
法
船
寺
町
拝
領
地

慌
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
形
甚
だ
大
き
く
な
い
が
、

一
安

楽

寺

金

持

八

坂

拝

観

地

京
さ
米
一
石
二
斗
に
お
る
と
い
は
れ
、
活
六
且
お
苦

一
了

願

寺

金

抑

制

脅
下
町
地
子
地

虫
ず
の
際
背
年
出すの
力
持
を
す
る
に
用
ひ
ら
れ
る
例

一
円

山

総

苛

金

抑

脱

辞
町
地
子
地

シ
ヨ

玄

門

寺

茸
口
願
寺

心
開
山
枇

普
世
帯

寺

光

恒

寺

法
問
介
寺

時
計
悶
寺

海

部

寺

西

光

寺

西

光

寺

治

活

寺

貸

航

寺

西

念

寺

法

磁

寺

天

徳

寺

大

来

寺

前
山
磁
院

大

沼

寺

新
苔
光
寺

O
大
刑
事
寺
滞

・
松
路
師
寺
江
泊
郡
大
出
寺
町

正

覚

寺

江

沼

市

大

地

寺

町

三

光

寺

江

泊

部

那

谷

村

ジ
ヨ
ウ
ニ
チ
ジ
よ
日
寺

珠
洲
都
民
協
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
邸
す
る
。
も
と
天
台
宗
千
手
院
と
い

う
た
が
、
貞
古
子
四
年
六
代
胞
同
町
の
時
改
宗
し
て
臨
王

山
上
日
号
と
な
っ
た
。
能
駕
名
跡
志
に
『
限
王
山
上
日

寺
と
云
刷
出
寺
あ
り
。
こ
の
寺
普
百
合
若
丸
と
い
ふ
人

の
潤
阿
波
あ
り
し
位
、海
中
に
て
死
に
し
に
、此
磁
に
怒

り
、そ
の
詰
誕
の
お
に
建
て
L
寺
也
と
い
へ
り
。
本
館

千
手
械
脅
は
、春
日
の
作
に
て
銀
倣
也
。
七
ヶ
揖
目
先

に
附
帳
あ
り
。
』
と
見
え
る
。
寺
山
間
木
造
上
品
下
生
阿

漏
陀
如
来
座
倣
体
高
九
九
艇
、
木
造
金
剛
界
大
日
如

金
棒
卯
反
地
子
地

金
棒
卯
医
地
子
地

金
制
開
山
，
上
問
拝
領
地

金
湾
山
，
上
町
拝
領
地

金
保
山
，
上
町
舜
街
地

能
楽
部
小
松
地
子
地

能
美
縮
小
松
地
子
地

石
川
郡
箆
服
地
子
地

用
羽
咋
郡
出
来
村
地
子
地

鹿
島
郡
防
ロ
拝
領
地

鹿
島
都
所
口
拝
領
地

臨
品
加
問山
口
舜
街
地

鹿
島
郡
一
山
口
拝
領
地

風
車
部
輪
島
村
地
子
地

邸
主
郡
宇
出
出
村
地
子
地

鳳
京
消
宇
加
塚
村
地
子
地

図
京
都
限
披
村
地
子
地

珠
洲
相
似
岡
村
地
子
地

珠
洲
都
民
脇
村
地
子
地

来
像
体
高
九
二
線
、
木
道
榊
長
天
保
体
尚
一
米
三
六

樫
、
木
造
地
滋
芹
際
立
保
体
尚
一
米
六
棋
は
雌
ぴ
に

平
安
末
期
の
作
、
木
造
千
手
間
枠
拡
保
体
-HM

三
九
抑
制

は
録
免
時
代
の
作
、
木
造
弘
法
大
師
像
体
一
前
八
五
徳

は
鎌
作
品
米
則
乃
車
窓
町
初
期
の
作
と
踏
め
ら
れ
る
。

シ
ョ
ウ
ニ
ヨ

勝
如

河
北
泊
二
以
本
呆
寺
宮
山
附

如
来
の
室
。
武
一
止
元
年
如
来
の
示
寂
す
る
や
、
勝
如

三
十
三
川
叫
を
以
て
尼
と
な
っ
た
。
勝
如
は
本
願
寺
五

代
都
知
の
第
四
子
胸
先
玄
民
の
女
で
、
断
る
才
幹
あ

り
、
日
つ
男
子
が
な
か
っ
た
か
ら
、
如
来
の
後
を
法

け
て
自
ら
越
中
井
波
の
瑞
泉
寺
と
、
加
到
二
伎
の
本

泉
寺
を
践
し
た
が
、
W
H
正
六
時
・
硲
如
の
二
子
市
山
来
の

来
る
に
及
ん
で
之
に
誤
っ
た
。
加
到
松
賂

・
越
中
土

山
両
窃
も
亦
勝
如
の
創
立
す
る
断
。
明
剛
山
四
年
八
且

一
一
日
寂
、
六
十
八
歳
。

シ
ョ
ウ
Z

ン
カ
ウ
ド
上
人
河
戸

滞
政
の
頃
遊

行
上
人
同
来
の
時
、
能
楽
郎
防
茶
屋
か
ら
来
紡
し
、

柴
山
前
官
組
え
て
、
江
川
山
榔
伊
切
に
上
陸
し
、
W
M
昨日

探
に
廻
向
す
る
を
例
と
し
た
。
こ
の
波
訴
の
所
を
、

い
づ
れ
も
上
人
前
戸
と
名
づ
け
る
。
邸
椛
ま
た
来
航

し
て
、
動
綿
河
口
か
ら
大
器
寺
に
赴
く
を
縦
約
と
し

た。
ジ
ヨ
ウ
ヰ
ン

乗

念

一

向
宗
の
品
川
℃
、
江
泊
榔

続
出
の
人
。
加
盟
如
の
帖
外
御
文
入
に
、
『
来
念
と
い
へ

る
法
名
を
よ
く
/
¥
か
ん
が
へ
見
れ
ば
、
わ
れ
揃
陀

如
来
の
一
念
十
念
に
よ
り
て
、
大
道
の
阪
叫
聞
に
采
ず

と
い

へ
る
浩
組
に
か
な
」
て
殊
勝
な
り
。
』
と
見
え
る

門
弟
で
あ
る
。
文
明
一
九
年
十
M
の
頃
か
ら
迅
例
で
あ

っ
た
が
、
官
官
鮒
へ
の
出
仕
を
怠
ら
ず
、
お
且
の
報
魁

識
に
も
容
街
し
、
十
二
月
四
日
六
十
肢
を
以
て
銃
使

し
た
。
シ
ョ
ウ
ネ
ン
ジ
正
念
寺

江
泊
術
小
誌
に
在
っ

て
、
回
出
宗
京
振
に
臨
す
る
。
も
と
月
作
仁
日
て
、
明

四
O
三


